
 

 

       「第７回中国ブロック人権・同和教育研究大会」を終えて 
                    

１０月２５日（土）は穏やかな小春日和でした。そのような中で「第７回中国ブロック人権・同和教育研究

大会鳥取大会」を無事に終えることが出来ました。司会を務めていただいた役員及び県外の報告者の皆様、参

加いただいた方々に改めて心より感謝申し上げます。参加者数は、大会名に比べて期待するほど多くはありま

せんでしたが、２つの分科会で実践報告と熱心な討議が行われ、充実した大会になったと思います。本研究大

会を振り返り、簡単に報告をいたします。 

 

１ 日  時   ２０１４年１０月２５日（土）１３：３０～１６：００ 

  ２ 会  場   鳥取市人権交流プラザ 研修室、教養室 

  ３ 参加人数   ５０名 

  ４ 分 科 会   第１分科会  ①報告者 原  平（島根県益田市立益田小学校） 

                    報告題「少しずつ少しずつ、何度も何度も」 

                   司会者 谷口三千代（八頭町立八東小学校） 

                  ②報告者 川口 泰司（山口県人権啓発センター） 

                    報告題「Ｙ住宅販売会社土地差別事件が問うもの」 

司会者 佐藤 淳子（とっとり震災支援連絡協議会） 

第２分科会  ①報告者 高橋  望（広島県立西条特別支援学校） 

                    報告題「Ａ君との関わりを通して」 

司会者 武林  淳（鳥取県立白兎養護学校） 

                  ②報告者 楢本 昌司（岡山県津山市立津山南小学校） 

                    報告題「みんなが楽しいクラス」になるために 

                       ～小学校３年生のなかまづくり～ 

                   司会者 福原 潤一（南部町立会見小学校） 

 

討議記録等は特にありませんので、運営にあたった事務局からの感想を簡単に述べさせていただきます。 

 －第１分科会― 

小学校での実践事例と、住宅販売で全国展開する会社の土地差別問題を取り上げた報告の２本を

もとに研究討議を行った。両報告とも、たくさんの質問や意見・感想が出た。問題点を深めるまで

にはいたらなかったが、課題を共有することはでき、充実した研究討議の時間がもてた。２時間の

分科会討議の時間配分が短すぎると感じた。３分の２以上の人が第１分科会に参加し、第２分科会

とかなり差が出てしまった。 
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    －第２分科会―  

       実践報告は２報告とも特別に支援を要する子どもへの教育支援の在り方や、将来に向けた進路

保障という課題が中心の内容であった。報告・討議を進める中で、子ども本人だけの課題として

とらえず、子どもを支える周り（家庭や学級）の関わりの構築や教育環境を充実することが大切

であることを確認し合った。 

 

 

  

 

 

「第６６回全国人権・同和教育研究大会香川大会」開催迫る! 

  鳥取県からの報告は「倉吉市小鴨地区同和教育研究会」 

 あと一週間ばかりで、第６６回全国人権・同和教育研究大会香川大会が開かれます。本県からは、倉吉市小

鴨地区同和教育研究会が報告されます。 

   期  日  ２０１４年１２月６日（土）・７日（日） 

   分科会場  社会教育部会（第５分科会第３分散会「人権確立をめざすまちづくり」） 

香川県小豆郡小豆島町西村甲１９４１－１ 

  サン・オリーブ 多目的ホール 

   報 告 者  鳥取県人教・倉吉市小鴨地区同和教育研究会 

            森  康 雄（もり やすお） 

伊 藤  教（いとう きょう） 

   報 告 題  「地区内に発生した差別落書き事象とその後の取り組みについて」 

 

なお、本県から選出された実践報告協力者（司会者）３人の方の担当分科会分散会もお知らせします。 

     第１分科会第３分散会「人権確立をめざす教育の創造」 会場：高松テルサ ホール 

福原 潤一（南部町立会見小学校） 

     第３分科会第３分散会「進路・学力保障」 会場：香川県立高松工芸高等学校 体育館 

           尾坂 紀生（鳥取県立倉吉総合産業高等学校） 

     第５分科会第１分散会「人権確立をめざすまちづくり」  

会場：イマージュセンター（小豆島町農村環境改善センター）２階 

      多目的ホール 

           佐藤 淳子（とっとり震災支援連絡協議会） 

 

 

  

 

 

◎「第２９回人権啓発研究集会」（全人教後援） 

２０１５年１月２２日（木）～２３日（金）山口市 

◎「第６７回全国人権・同和教育研究大会長野大会」（全人教主催） 

     期 日   ２０１５（平成２７）年１１月２１日（土）・２２日（日） 

    会 場   全体会場  長野市ホワイトリング 

 お知らせ 

研究会予定 



 

鳥取県人権教育副読本「はばたき」の紹介  

＜サンプル資料＞ 

      ◊ 小学校低学年 『せんせい あのね』 

       ◊ 中学校       『私は、私の可能性に挑戦したい』 

 

 １９９９年と２０００年３月に鳥取県同和教育推進協議会（現在は改名して鳥取県人権教育推進協議会）が

編集・発行した副読本「はばたき」を改めて紹介します。 

県内の多くの学校で、また多くの先生方が学校における人権教育の実践に活用されてきたことと思います。

現在も必要に応じて有効活用されているとは思いますが、発行当初に比べるとやや低調になっているようにも

感じられます。しかしながら、当時の現場の先生方が、子どもたちにとって身近な学習材を精魂込めて教材化

した貴重な学習資料であり、人権学習をより充実できるものと考えます。 

人権教育の学習方法等が変わっても、人権尊重の考え方の本質をはずさないで子どもたちの心に深く迫り、

心情を高め、思考をうながす効果的な資料がたくさん載せられています。現在、小学校低学年用・中学年用・

高学年用、中学校用、研究編の１セット５００円で販売しております。是非ご購入いただきたいと思います。 

なお、ご活用の際は、付録の「研究編」を十分参考にしていただきたいと思います。 

 



 


